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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第１区分
【発行日】平成22年6月24日(2010.6.24)

【公開番号】特開2008-45551(P2008-45551A)
【公開日】平成20年2月28日(2008.2.28)
【年通号数】公開・登録公報2008-008
【出願番号】特願2007-209590(P2007-209590)
【国際特許分類】
   Ｆ０４Ｃ  19/00     (2006.01)
   Ｆ０４Ｃ  25/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ０４Ｃ  19/00    　　　Ａ
   Ｆ０４Ｃ  25/02    　　　Ｐ

【手続補正書】
【提出日】平成22年5月12日(2010.5.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１のハウジングの端部と第２のハウジングの端部とを含む単一の本体を有するモジュ
ール設計と、
　前記ハウジング内に一つのロータを有し、
　第１のヘッド部であって、外部の入口と、外部の出口と、前記第１のヘッド部を貫通す
るシャフト受容開口と、内側端とを有する第１のヘッド部と、
　前記内側端は、内側端の側壁を有し、前記シャフト受容開口を含み、
　前記内側端から延びる環状のボスであって、前記内側端の側壁から内側に間隔をあけて
設けられるボス外側壁を有し、前記シャフト受容開口を含むボスと、
　前記内側端と前記第１のハウジングの端部との間に配置され、前記Ｏリングと前記内側
端との間に配置される１つ以上のシムのための空間を提供するために、前記ボス外側壁に
接続されると共に前記内側端から間隔を開けて設けられるＯリングと、
　前記第１のヘッド部は、前記第１のハウジングの端部に、前記ハウジング内の前記ボス
と共に接続され、前記ハウジングの内側の壁と噛み合って前記Ｏリングは封止し、前記内
側端は前記ハウジングの第１の端部に接続されており、
　前記シャフト受容開口の周囲で前記ハウジング内に伸び、前記第１のヘッドに接続され
る第１段円錐と、
　外部の入り口と、外部の出口及び内部端を有する第２段円錐とを備え、
　前記第２のヘッド部は、前記第２のハウジングの端部に接続される２段の液封式ポンプ
。
【請求項２】
　前記第１のヘッド部の出口は段間外部マニホールドの第１の端部に取り外し可能に連結
され、
　前記第２のヘッド部の入口は前記段間マニホールドの第２の端部に取り外し可能に連結
される、請求項１に記載の液封式ポンプ。
【請求項３】
　前記第１のヘッド部は前記液封式ポンプの第１段ヘッド部である、請求項１に記載の液
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封式ポンプ。
【請求項４】
　前記内側端は、前記内側端を貫通し、ハウジングを実装する複数の開口を有し、前記複
数の開口は、前記ボス外側壁と前記内側端の側壁との間に位置する請求項１に記載の液封
式ポンプ。
【請求項５】
　前記第１のハウジングの端部と前記内側端との間に複数のシムを有する、請求項４に記
載の液封式ポンプ。
【請求項６】
　液封式ポンプ用のヘッド部であって、
　外部の入口および外部の出口と、
　内側端であって、前記内側端の側壁を有する内側端と、
　前記内側端が、前記内側端から伸びる環状の切り込み部を有し、
　前記内側端が、前記切り込み部を貫通して伸びる入口ポートと、前記ヘッドに接続する
段円錐のための前記環状の切り込み部の内壁で規定される凹部とを有し、前記切り込み部
は、前記内側端の側壁から内側に空間をおいて配置される切り込み部の外壁を有し、前記
切り込み部の外壁は、Ｏリングの溝を有し、
　前記ヘッド部の凹部を貫通するシャフト受容開口を備え、
　前記シャフト受容開口と前記切り込み部の内壁との間に前記凹部を有する液封式ポンプ
用ヘッド部。
【請求項７】
　前記ヘッド部は２段液封式ポンプ用の第１段ヘッド部であり、前記ヘッド部は前記出口
に外部のマニホールド嵌め合いフランジを含む、請求項６に記載のヘッド部。
【請求項８】
　前記ヘッド部は２段液封式ポンプ用の第２段ヘッド部であり、前記ヘッド部は前記外部
の入口に外部マニホールド嵌め合いフランジを含み、前記外部の入口は空気受容チャンバ
と液体受容チャンバに分離されている、請求項６に記載のヘッド部。
【請求項９】
　前記切り込みの外壁はその中にＯリングの溝を有する、請求項６に記載のヘッド部。
【請求項１０】
　前記内側端は、前記切り込み部の外壁上に前記シム受容面を有し、前記切り込み部の溝
は、前記切り込み部のＯリングの溝と前記内側端との間のシムに対応する前記内側端から
軸方向に空間をおいて配置される請求項６に記載のヘッド部。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　図３に示すように、第１段ヘッド部は、外部の入口２６と外部の排出ポート３０とを有
する。第２段（第２ステージ）は、外部の出口ポート８１と外部の取入ポート７１ａ、７
１ｂを有する。なお、「外部」との用語は、第１のチャンバ・ハウジング１６に関して用
いる。また、第１段ヘッド部３２はポンプ１０の固定を可能にする一対のブラケット部材
９０（図７ｂ参照）を有する。
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